
学会発 案

1)鈴木 沌 :il主力r)マンタン･クタイ保護区の

オランウータンの社会 ･生惜学的研兜｡邦38

回nホ人Hi学会 (1984).

2)川村俊磁 :スマトラにおけるPT･eSbyEisnw･

Lalophosならびに獅繕和の社会行動上の分化O

耶29回プ1)マーチス研究会 (1985)0

3)鈴木 沌 :舛!カl)マンタンのオランウータン

の生活と行動｡郡29回プリマーテス研究会 (

1985)0

4)小山前掛 :インドネシア･グヌンメル山にお

けるカニクイザルの社会行動｡窮29回プl)マ

ーテス研究会 (1985)0

5)小山田樹 :スマトラにおけるカニクイザルの

社会行動.邦32回日本生隠学会 (1985)0

6)′J､山荘捌 :ザイール,イラソギの森に生息す

るホオジT,マソガベイの社会生懲学的研兜｡

訂!21回日本771)力学会学術大会 (1984).

変異研究部門

野揮 謙 ･庄武孝義 ･和田一雄 ･嘩揮 満

研究概要

1) ニホンザルの集団遺伝学的研究

野沢 誹 ･庄武孝義 ･川本 芳1)

ニホンザルの血液琵白の構造を支配する迫伝子

の変罪を昭気泳動法によって検索し,郡内,糾問

の変15%･性を定pFft化する｡59年度には-Tf森LF,1<下北の

群を追加し,現在までにニホンザル44が,総偶作

数約2,600缶の血液試料について,35柾のポ白の

稲造を支配する計38遺伝子座の検索を行ってきた｡

このデータをもとにして,統計的検討を加え,繋

知JrI_位間の毎代の移出入率,遺伝的変異の散布範

囲などについて定量的推定を行い,ニホンザルの

繁殖捕造を解明すべく作業を続行中である｡

2)Macaca屑サルの系統的相互関係

野滞 謙 ･庄武孝苑･川本 芳

ニホンザルを含むMacaca屈サル各打から採血

を行い,前項 1)と同一の方法によって印内 ･柾間

の氾伝学的変穴性を定見化し,それら和問の迫伝

子川成上の差を退伝托雛で表現し,それに数fR分

析学的手法を適用して枝分れ図を描く｡それによ

1)研修L]

り柾問の近紹関係,分化時間の推定等を行う作業

を日下続行巾である｡59年度には海外調査により

トクモンキー,ボンネットモンキー,シシオザル,

5柾のセレベスモンキーの試料を収集した｡

3) ニホンザルの先天的四肢奇形への遺伝的ア

プローチ

野深 謀 ･峰滞 清

二ホンザルの数多くの餌付け群に多発する先天

的四肢奇形が遺伝的支配を受けているか否かを明

らかにすべく研究が続行されている｡集団の奇形

出現の家族災抗性のデータから統計遺伝学的手法

を用いて辺伝率の推定を行う他,細胞遺伝学的手

法を用いて7:手形山野は 染色体異常との関連の有無

を明らかにする作I菜を行っていろO交配実験は淡

路ET.野拭公開の協力を和て現地で続けている他,

日本モンキーセンターとのjt･同研究.として宮島か

ら入れた行形ザルをFT]いて木研死所においても続

行している｡

4)家新化串王象と家節系統の研究

野躍 芹碓･庄武孝式

在来3乃家-GiとそれらのTf生原印のiEi伝的野外調

査によって,家新化現象そのものの班田辺伝学的

解明と,個々の家郡内で地域災団間の迫伝的分化

の程度,系統的mTL関係の解明を行いつつある｡

59年度にはス リランカと南インドで試料を収任し

分析巾である｡

5) ヒヒ相のflTi分化に関する遺伝学的研究

庄武孝義 ･野津 謙

58年度の桁列特別事業費によりエチオピアにて

純粋マントヒヒとアヌビスヒヒの試料が得 られた

ので,これら2位の正確な遺伝距離を推定中である.

6)ニホンザルの細胞遺伝学的研究

峰津 満

ニホンザルの標準核型に基づきニホンザルの各

地の集団の染色体の変異性を把握しようとしている｡

7)新世界ザルの遺伝学的研究

峰深 溝

59年度ポ.)ビアの調査を行い血液サンプルを収

集した｡ これらサンプルについて累さ色体の変571と

血牧田白を支配する迫伝子の変災.の検窮を行って

いる｡

8) キヌザル杓のキメラ動物の迫伝'II'･'lf)研死

咋将 Wdt
キヌザルにみられる血蔽および生別細胞のキメ

ラの退伝学的相性の耶明を行いつつある｡
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9)志賀C群の秋期の食物利用調査

和田一雄

数年間継続中の調査であり,Seedtrapによる

食物の生産量調査を行っている.

10)ネパールのアッサムモンキーの生態調査

和田一雄

カトマンズ郊外の王立保護区に生息するアッサ

ムモンキーの土地利用を中心にして5ケ月にわた

る継続調査を行った｡

ll)･ネパールのヤクの予備調査

和田一雄

1ケ月間エベレス ト山放,ソロ･クンプでヤク

の生態,畜産,生態人奴等についてききとりを中

心にした予備調査を行った｡

論 文

I)Shotake,T.andNozawa,K.(1984):
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GeneticⅦriabilitywithinandamong
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ltT-cellleukemiavirus-associated

antigens(ATLA)inJapanesemonkeys

andothernon-humanprimates.Int.

J.Cancer,33:179-183.

6)Moriwaki,K.,Yoneknwa,H.,Gotoh,0.,

Minezawa,M.,Winking,H.andGropp,

A.(1984):Implicationsofgeneticdi･

ver貞encebetweenEuropean wildmice

withRobertsonian translocationfrom the

viewpointofmitochondrialDNA.Genet.

Res.,Camb.43:277-287.

7)Wada,K.(1983):EcologiCal adaptation

inRhesusmonkeysattheKumaonHit

malaya.∫.Bombay,Nat.Hist.Soc.,80(3)

:469-498.

8) 市来よし子,鰐田英士,和田一雄,好広i守一

(1983):杭拐川流域に生息するニホンザル

4群の食性について｡信大志賀自然教育研究

施設業杭,21:19-32.

9)ltoo,T.,Kato,H.,andWada,K.(1983):

Preliminarystudyofstomachcontents

ofKurilsealsalongtheeasterncoastof

Hokkaido,Japan.∫.Mamm.Soc.Japan,
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研究報告 ･その他

1)和田一雄,川村俊蔵,松揮哲郎 (1985):蕊

賀高原におけるニホンザルの群れの空間配位

に関する研究｡昭和58159年度科学研究班祁

助金 (一般研究C,課題番号58540414)研

究成米報告Ji5.

2)和田一雄 (1985):北海道にオットセイの繁

殖場を作ろう｡ワイルドライフレポート,1

:123-130.

8)峰揮 満 (1984):染色体とその変-歩き｡ `̀ス

ンクスい (近藤祐司監修),pp.121-125,

学会出版センター,東京.

学会 発 表

1)野揮 謙,川本 乱 並河臆夫,福井正信 :

ニホンネコの毛色多型｡日本遺伝学会邦56回

大会 (19糾 )0

2)早坂謙二,川本 芳,野躍 誹 :ニホンザル

下北脇野沢At群の遺伝的変異｡窮29回プリマ

-テス研究会 (1985)｡

3)竹中 修,竹中晃子,早坂謙二,川本 芳,
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庄武孝玉,野揮 誹 :下北のニホンザルに㍍

柳皮に見出された変iTl･&.)_ヘモグロビン,Hb

lzu(Macaca)P83Gly-CySH･那29

回プリマ-テス研発会 (1985)｡

4)峰滞 満,藤原 徹 :クチヒゲクマリン(Sa･

guinusmystax)の同性多胎児問の白血球

キメラ現象.耶29回プ.)マ-テス研発会(19

85)｡

生活史研究部門

河合雅雄 ･杉山幸丸 ･大沢秀行 ･森 明雄 ･

丸僑昧樹1)

研究概 要

1)西アフ1)カ熱柑多雨林おj:び乾燥サバンナ

の挟界掠桝の社会姓惜学的研死

河合雅遊 ･大沢秀行 ･森 明雄

西アフリカ･カメルーン国の柄部熱弼多雨林に

おいて1979年より地上性のマンドリルの調査が採

食生態学的観点を中心に継続巾であり,1982年か

らは同所に生息する樹上性の7柾の詔長矧 こつい

ても森林適応の観点から調査が行われている｡さ

らに1983年からは同国北部の乾燥サバンナにお

いてパタスザルおよびベルベットザルの調査も,

市原適応の観点から行われており,これらの相互

比較によって各種の只なる環境への適応様式が明

らかにされつつある｡

2)ニホンザルの個体群動惜および採食生憶学

的研死

杉山幸九 ･大沢秀行･森 明村f･丸橋珠樹

高崎山の餌付け個体群を対象に個体控誠による

継年追跡を続行中であり,詳細な人口学的パラメ

ーターを罪出し生命表を完成しつつある｡一万,

詔仙山では餌付け巾と餌付け放柴後の個体群動態

が細部に及んで比較検討され,各社会階層との関

逆において追及されている｡また屋久島永田地域

では野生郡において採食行動を通じた個体間関係

と社会構造 ･個体群動態の究明が進められている｡

専畠群においては,秋期及び冬期に採食をめぐる

社会関係に関する研究を行った.この研兜を手掛

かりに,串良群で行ってきた個体の体言E変動の継

続調査の結果の分析を進めている｡

3)動物における子殺しの社会生儒学的研究

1)非常勤講師

杉山事丸

ハヌマン･ラングールで最初に確認された野生

動物 (鵬乳類 )社会における印内子殺しの近因と

通関,その相_TLm係を,野外調光を交えながら理

論的に考察している｡

4)西アフリカチンパンジーの行動生態学的研究

杉山串九

四ア71)カ･ギニアにおける野生個体群の現地

調査を1976年から続け,全個体識別による出生 ･

死亡 ･消失 ･移出入等の個体群動態の長期的把握

を進める一方,道具使用 ･捕食 ･あいさつ等のチ

ンパンジーの特異的行動とその変化を追跡してい

る｡さらにカメル-ンにおいても,痕跡による道

具佼用の調査を開始した｡

5)ニホンザル幸畠群における文化的行動の研

究

河合雅雄

串L-5の群れにみられるイモ洗いなどの文化的行

動は,紛糾を極力押さえたことから十数年中断し

ていたが,この柾の研兜を115閃した｡挺得行動の

持続,習字守過和,行動のバ [)エーシitン,新しい

行動の開発等について年齢,血縁関係,ステータ

スを基に分析を進めている｡

総 統

1)河合雅椛 (1984):サルからヒト-く8)一人

期-のかけ爪｡川出の世界,49,148-171.

2)河合稚拙 (19飢 ):サルからヒト- (節n部

-1)創造のILt界,51,146-163.

3)河合雅雄 (1984):サルからヒトへ く邦II部

-2) 創造のlLr界,52,166-195.

4)河合雅雄 (1984):サルからヒトへ く那Ⅱ部

-3) 創造の他罪,班,158-177.

5)河合雅雄 (1984):人Hi進化のかくれ坦-ゲ

ダラヒヒの社会,318pp. 1'T7･凡祉

6)伊谷純一郎,市川光札 u-t芥 恥 河合雅雄,

西田利白,米IlJ俊道 (1984):(座談会 )詔

長獅学,生態人yl':芦,人Ul進化論｡季刊人類

学,15(4),3-56.

7)河合雅雄嗣(1984):gLa'長類学への招待｡276

pp. 小学蝕｡

8)河合雅雄嗣(1985):アフリカからの発想｡

214pp. 小学凱

9)杉山幸丸 (1984):育てることと飼育するこ

と｡ライフサイエンス,ll(7):16-22.

-21-


